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ブックレット形式なので一気に読めた。とはいえ、統計データが豊富で内容的に分厚い感があった。学校と家庭、子どもが抱えさせられている諸問題(貧困、スマホ、犯罪、政治参加、学力低下も含む)が列挙されているが、どれも数値や事例で裏付けられている。その上で、学力テストの削減、廃止と、小中学校にも卒業論文を、という提言がなされた本である。
心から賛同したのは、「全国学テのような都道府県のランキング競争、点数や順位を上げるための事前対策が横行するような学力テストであれば、縮小するか、廃止すべき」(110頁)という主張だ。これを訴えてきた教師や団体はいたが、『戦後学力テスト研究資料集』全6巻(2024年・2025年、クロスカルチャー出版)で全国都道府県の学力テスト冊子を収集し検討を尽くした研究者の言葉としてとても重く受け止めることができる。
大学教員としての実感や悩みも語られている。私もまた、普段困っていることを言えば、学生に理想の授業や学級の動画を観せても、これではテストで点数が取れない、入試に対応できない、普通の学校ではできない、などと懸念や批判が多く出る。教師の卵たちに理想を描かせず、現状に妥協させているのがテストであるように思う。だが筆者は「幾重にも繰り返される「重層的な学力テスト体制」」(123頁)を問題視しているのであって、指導改善のために教師個々人が反省すべく学級や学年単位で行うテストは否定していない点は重要だ。評者も「テスト収斂システム」と名付けて何度も批判してきた体制こそが問題なのだ。
その上で、卒業論文が小・中学校にも必要であると、事例と方法が示されている。評者からすれば、進路指導にもなり、どんな仕事や(短期的には)次の学校を選ぶのか、まさに理想を描く機会になるものと意を同じくした。理想を実現するためとなれば、やる気になって、普段のテストも入試も実質を得て、意味や意義が生まれるからだ。しかも、「理想を支えてほしいからこそ他者に関わろうと動く力」さえ養える。評者は総合学習を専門としてきたが、「テストは人を孤立させ、分断しますが、卒業論文作成は人を連帯させ、人の輪を作ります。」(4頁)という言葉にも同意した。さらに言えば、卒業論文で理想を追究した経験を通じて、子ども自身がテスト勉強に友や師に積極的に関わって取り組むなどして、人とつながる機会としてさえ捉え直せる、という見通しが描けるのである。こうした前向きな想いも持てる本書を強く薦めたい。



